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１．成果の概要

　大豆子実を加害するカメムシ類被害の防除は、同じく子実を加害するマメシンクイガの防除法に準じ、ほ場

の半数の株の莢が２～３cm に伸長してから約６日または16日後のいずれかに、シフルトリン乳剤またはＡ剤

を散布すると高い効果が得られます。

２．成果内容

（１）効果の高い殺虫剤は？

　シフルトリン乳剤またはＡ剤が、カメムシ類に対する防除効果が高い薬剤です。これらはマメシンクイガに

も高い効果を示します（表１）。

大豆子実の加害害虫をまとめて防除
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表１　各種殺虫剤の防除効果

カメムシ成虫 マメシンクイガ成虫 大豆のカメムシ類被害粒（上）

被害粒を水浸した時の様子（下）




